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宇佐神宮の楽しみ方

大鳥居

能楽殿
お参りの前に手水舎へ！

手水舎ではまず左手、右手の順にお水で
清めます。つぎに左手に水を受け、口を
すすぎ、また左手を清めます。
最後に柄杓 (ひしゃく )をたてて、残った
水で柄杓の柄を清めます。
※柄杓に直接口をつけないようにしましょう。

国宝の八幡造り , 上宮へ参拝！

宇佐神宮本殿の建築様式「八幡造り」は、
大分県にある国宝 4つうちのひとつです。
参拝方法は、全国でも珍しい「二拝四拍手
一拝」です。礼を 2回、つぎに拍手を 4回、
最後に礼を 1回します。参拝の順番は、本
殿向かって左の「一之御殿」、中央の「二之
御殿」右の「三之御殿」の順にお参りくだ
さい。

お願い事をするときは・・
お願い事をするときは、まずは神様に
ご挨拶と感謝の気持ちを伝えます。
そして神様にわかりやすいように、心の
中で、名前と住所をお伝えしてから、お
願い事をしましょう。

上宮本殿

下宮

下宮参らにゃ片参り
「下宮参らにゃ片参り」と言われ、両方に
参拝するのが基本とされています。
参拝の順番は、上宮と同じです。

若宮神社
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参集殿 ・宝物館

祓所

弥勒寺跡

呉橋

天満神社

金比羅神社

粟島社稲荷社

八幡造の成立は平安時代。 前面に人間の空間 （仏寺でいう外陣）、 奥に神の空間

＝神殿 （仏寺の内陣） という 2つの空間が存在します。

この八幡造は、 二棟の切妻造平入の建物が前後に接続した形で、 両殿の間に一間

の相の間 （馬道） がつき、 その上の両軒に接するところに大きな金の雨樋 (あまど

い )が渡されています。 桧皮葺 (ひはだぶき ) で白壁朱漆塗柱の華麗な建物が、

横一列に並んでいます。 奥殿を 「内院」 ・前殿を 「外院」 といいます。 内院には御

帳台があり、 外院には御椅子が置かれ、 いずれも御神座となっています。 御帳台は

神様の夜のご座所であり、 椅子は昼のご座所と考えられています。 神様が昼は前殿、

夜は奥殿に移動することが八幡造の特徴です。 また、 八幡造のもととなったのは、 二

之御殿の脇殿 ・北辰神社の建物ではないかといわれています。

磬 ( けい ) とは、 仏教の法要や読経の際に使用する楽器 (仏具 )で、 「へ」 の字型の金属

製の板を吊るし、 小型の撞木で叩いて音を出します。 中央には梵鐘のように蓮華を模った撞

座があり、 その左右には模様が描かれ、 その模様により 「孔雀文磬」 「宝相華文磬」 とよ

ばれ、 現在 5点が国宝に指定されています。

宇佐神宮には、 奈良時代から明治時代まで神仏集合で、 境内には東西塔を揃えた大伽藍

の神宮寺 「弥勒寺」 がありました。 この孔雀文磬の裏面に、 「承元三季 (己 /巳 )/ 八月

五日 (丙 /寅 )/ 奉鑄之 （撞座） 弥勒寺金堂 /御磬自亰遣之 /法印祐清」 の銘文があり、

承元 3年 (1209年 ) に祐清という法印 (僧の位 )が、 弥勒寺の金堂に施入したことが

わかっています。

上宮本殿 「八幡造り」

孔雀文磬 ( くじゃくもんけい）

問い合わせ先： 宇佐神宮           　　　　　　　0978-37-0001

　　　　　　　宇佐市観光協会 　　　　　　　0978-37-0202

　　　　　　　宇佐市役所　観光ブランド課　 0978-32-1111

タクシー会社： 清瀬タクシー   0978-32-0333

　　　　　　　太陽交通          0978-32-0101

国宝が展示されてます！
仏教の法要や読経の際に使用する楽器
(仏具 )「孔雀文馨」が展示しております。
開館は、日曜・祝日 9:oo~16:oo

呉橋駐車場

夏目漱石の宇佐神宮参拝句碑

稲荷

神様の通り道があります！
最初にくぐる鳥居や、門をくぐる前に軽く
お辞儀をしましょう。また参道や、鳥居の
真ん中は神様の通り道「正中」なのでなる
べく歩かないようにしましょう。

26 号蒸気機関車

山頭火句碑

小山田記念公園
外苑駐車場

⇦大尾神社

夫婦岩

願掛け地蔵

ご参拝のあとは、宇佐神宮仲見世へ。
宇佐のお土産品、お食事処です。
ご参拝の後、ご休憩にお立ち寄り下さい。

霊水

能

宇佐神宮仲見世

宇佐神宮には国宝が 2つ !!宇佐神宮には国宝が 2つ !!


